
【事業概要】

昭和４４年２月に親善都市提携した石垣市との交流が５０周年を迎えました。

当時沖縄は本土復帰前で、提携文書にも『沖縄の祖国早期復帰を念願して』との文言があり、

相互の交流による経済の発展のみではなく、平和という理想の追求に繋がる意義深い提携です。

５０周年という大きな節目として、その提携の理念をあらためて広く市民に周知し、

さらなる両市の発展的な交流を進めていくため、記念事業を実施します。

【事業内容】

●提携５０周年記念展 〔予算額 485千円〕

提携当時の写真や文書、石垣市の伝統行事に使う

獅子頭や旗頭を展示

●石垣市民ツアー 〔予算額 453千円〕

岡崎に訪問する石垣市民を花火大会さ敷に招待

●岡崎市民ツアー 〔予算額 613千円〕

石垣島まつり時に岡崎市民ツアーが石垣市を訪問

●記念品の贈呈 〔予算額 349千円〕

伝統的工芸品の岡崎石工品を贈呈

親善都市・ゆかりのまち関連業務〔予算額 4,351千円〕
総合政策部秘書課

総務係（23－6006）

財源内訳 一般財源 4,351千円

支出内訳 2款2項6目 都市交流諸費／事業協力者報償金 29千円、特別旅費 787千円、消耗品費 445千円、食糧費 612千円、通信運搬費 349千円、

市民ツアー実施委託料 447千円、展示制作等委託料 485千円、会場使用料 144千円、情報通信使用料 14千円、自動車借上料 160千円、

有料道路通行料 15千円、夏まつり桟敷使用料 864千円

新規 石垣市 親善都市提携５０周年記念事業 〔予算額 1,900千円〕

市全域
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拡充

近年の大気環境の情勢の変化やニーズを考慮した適正で効率的な監視体制の強化と拡充を図るため、「岡崎市大

気汚染常時監視測定局適正配置計画」に基づき、大気測定局の整備を行います。

■平成31年度事業概要

１ 新局舎建設工事

２ 新規測定機器(PM2.5 等)購入

３ 既存の測定機器等移設

大気測定局整備業務〔予算額 16,987千円〕
環境部総合検査センター

大気係（57－0530）

財源内訳 市債 4,000千円、一般財源 12,987千円

支出内訳 4款3項3目 総合検査センター費／通信設備架設料 21千円、登記用図面作成委託料 326千円、機器移設委託料 1,568千円、

大気測定局建設工事請負費 7,720千円、庁用器具購入費 312千円、機械器具購入費 7,040千円

新設局舎延床面積：9.9 ㎡

工期：9月～翌年2月（予定）

新設局調査開始時期：2020年 4月

《目標・効果》

・南部地域で新たに微小粒子状物質測定を開始することにより、市内全5局での調査が可能となり、常時監

視体制の強化が図られるとともに高濃度値発生時の緊急対応など、安全で健康なまちづくりにつながる。

参考

東部樫山大気測定局に設置している

微小粒子状物質(PM2.5)測定装置

(平成 30年 4月 調査開始)

岡崎地域／羽根学区
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